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酔
眸
皿
　
静
船
レ

　

ハ
＝
ツ
　
　
）
し
　
　
１
″
Ｌ
　

バ
ド
は

鳳
悩

眠
巧

田
Ш囲

曇
界

こ
の
仲
間
が
発
足
し
て
一
年
、
今
そ
の
成
果
が
出
た
。

初
め
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
る
か
の
検
討
を
し
た
が
、
既
刊
の
歴
史
書
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
そ
れ
に
漏
れ
て
い
る
も
の
を
拾
い
上
げ
よ
う
と
い
う
事
に
な
っ
た
。

特
に
地
域
の
年
表
を
整
え
る
事
が
重
要
と
し
て
そ
の
面
に
も
留
意
し
た
の
で
、
従
来
の

お
国
自
慢
的
な
郷
土
史
か
ら
の
脱
皮
と
し
て
の
鳥
離
図
的
な
又
客
観
的
な
も
の
の
新
し
い

姿
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

歴
史
書
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
空
気
に
従
っ
て
、
資
料
の
取
捨
選
択
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
今
回
は
探
り
得
た
資
料
の
原
形
を
可
能
な
限
り
残
し
て
、
次
代
の
検
討
の
資
に
附
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

も
と
も
と
古
事
記
、
日
本
書
紀
の
昔
か
ら
史
書
は
大
上
段
に
振
り
被
っ
た
の
が
多
く
、

庶
民
の
息
づ
か
い
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
の
で
、
庶
民
的
な
も
の
も
又
必
要
と
考
え

て
い
た
の
で
、
こ
の
資
料
は
そ
の
意
味
で
底
辺
へ
の
眼
差
し
で
捕
ら
え
た
気
が
す
る
。

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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コ
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〓

〓

科
＝

―゙
し

ま
の

レ
に

秋
津
地
区
　
語
り
部
学
習
会

摩
”
皿
勝
勝
レ
バ
リ

）
し
１
こ

が
ほ

一
　

ふ

る

さ

と

秋

津

の

す

が

た

二

　

文

化

財

マ

ッ

プ

マ
ッ
プ

一
覧
表

…
…

〓

一
　

襲
収
一げ
隆
ｍ
川
」Ｙ
（鳳
悩
一離
期

〔考
古
遺
跡
〕

下
津
代
里
遺
跡

沼
山
津
員
塚

〔寺

社
〕

３
　
竹
内
神
社

　

（た
け
の
う
ち
神
社
）

―
―
―

４
　
中
無
田
熊
野
座
神
社

…

５
　
光
輪
寺

　

（か
み
の
寺
）

６
　
浄
福
寺

　

（し
も
の
寺
）

〔堂
　
宇
　
〕

７
　
妙
見
社

　

（妙
見
さ
ん
）

中
津
代
里
薬
師
堂

（堂
ん
前
の
観
音
さ
ん
）

下
津
代
里
稲
荷
社

驚
観
音
堂

‐

野
間
薬
師
堂

21  111 10 9 8

松
野
國
策

次

11    11   8 7    425 22 22 21 20    19 17 13 12 11

１２
　
新
村
の
天
満
宮

〔石
造
物
　
〕

水
神
さ
ん

―

ｏ
中
無
田
石
塔
水
神

ｏ
中
無
田
間
島
水
神

・―
―

ｏ
中
無
田
野
間
橋
際
水
神

‘

〇
沼
山
津
水
神

…
…
…
―
‐

○
突
井
戸
水
神

地
蔵
群

○
上
津
代
里
．
外
村
組
地
蔵

‐
…
…
…

〇
上
津
代
里
．
内
村
組
地
蔵

○
中
津
代
里
地
蔵
群

東
小
路
地
蔵

中
小
路
地
蔵

西
小
路
地
蔵

ｏ
中
津
代
里

（光
岡
氏
方
）
地
蔵

ｏ
下
津
代
里
．
北
村
組
地
蔵

ｏ
下
津
代
里
．
須
崎
組
地
蔵

ｏ
下
津
代
里
。
彼
岸
花
地
蔵

（現
存
し
な
い
）
―

○
中
無
田
地
蔵
群

…
…
…
…

上
の
丁
下
組
地
蔵

上
の
丁
上
組
地
蔵

下
の
丁
地
蔵

‥
―

ｏ
新
村
地
蔵

新
村
の
弘
法
大
師

・…
…
…

三
宝
大
荒
神

…
…
…
…
…
…
…
…
‐

上
津
代
里
石
造
物

（酒
井
氏
方
）

33 32 31 30 29 28 27    26 25 24 23 22 21 20    19 18    17 16 15 14 13

46 45 44 43 42 41 39 39 39 38 37 37 37 36 35 35 35 34 33 32 31 29 28 26 26    25
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３４
　
中
津
代
里
墓
地
と
板
碑
群

…
…
…

３５
　
光
永
家
墓
地

‥
―
‐
―
…
…
―
―
‥

〔史

跡
〕

59 58 57 56 551 5_4 53 52 51 50 49 48 47 46    .45 44 43 42    41 40 39 38 37 136

小
楠
公
園

四
時
軒
　
　
〔市
指
定
有
形
文
化
財
）

四
時
軒
跡

　

〔市
指
定
史
跡
〕
…
―

沼
山
津
手
永
会
所
跡

の

間
島

水
路
跡

○
万
蔵
堀

（万
蔵
井
手
）
跡

○
新
左
衛
門
堀

（し
ん
じ
ゃ
堀
）
跡

○
裏
井
手
跡

―
…
…

新
左
衛
門
の
墓
と
記
念
碑

…
…
…

堰
跡
と
堰
回
想

○
秋
田
堰
跡

…
…

○
し
ん
じ
ゃ
堀
の
堰
跡

‐
…

○
計
路
堰
跡

…

○
鶯
川
の
堰
跡

‐
―
，―
―
―

〇
沼
山
津
堰
跡

‐

○
突
井
戸

‥
―
―

鶯
城
跡

秋
津
村
役
場
跡

・
秋
津
支
所
跡

‐
―
―
―

秋
田
村
元
標
跡

沼
山
津
村
元
標
跡

―
―

沼
山
津
校
跡

秋
田
　
校
跡

止
田
龍
二
郎
先
生

（か
み
だ
り
ょ
う
さ
ん
）
の
碑

耕
地
整
理
記
念
碑

…
―
―
―

舟
運

中
」い

沼
山
津
舟■日
″万
跡

69 68 67 67 66 66 64 63 63 62 62 61 60 59 59 57 56 56 56 55 54‐  54 51 51 50 48
７
‥

′

一

Ａ
ｖ

И

一

6  5

79 78 78 78 77 75 75    73

６０
　
圃
場
整
備
工
事
完
成
記
念
碑

〔寺

社
〕

１
　
西
無
田
雨
宮
神
社

‥
―
‐
―
…
…
‐

〔石
造
物
〕

西
無
田
地
蔵
群

１

…
…
…
…
…
‐

０
乙

●
０

１
４

〇
西
無
田
馬
頭
観
音
等
地
蔵
三
体

〇
西
無
田
馬
頭
観
音

・
聖
観
音

。
地
蔵
の
三
体

○
西
無
日
間
島
地
蔵

水
神
さ
ん

‥
―
―

〇
西
無
日
間
島
水
神

○
西
無
田
水
神

‥
―
―

〔考
古
遺
跡
〕

１
　
沼
山
津
遺
跡

（寺
　
社
〕

２
　
沼
山
津
神
社

…
…
…
…

〔史
　
跡
〕

３
　
昭
和
町
桜
並
木

（イ
セ
キ
桜
）　
　
　
　
　
　
‐
―

４
　
東
本
町
は
三
菱
青
年
学
校
跡

・
井
関
農
機
工
場
跡
‐

‐

、
・

ｌ

ｔ

し

ヽ
―

′

〕

＾
　
・́
　
‐

―

」
ギ

【
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の
人
物

キ
し
　
紳
＝
団
凶

七

・
一　
文
化
財
マ
ッ
プ

…
…
…
―
―
―
―
―
‘

七

上

一　
昭
和
６
０
年
代
初
期
の
秋
津
の
地
図

，

七

上
二
　
西
南
戦
争
関
係
図

‐
―
―
―
…
…
…
…

七

・
四
　
秋
津
水
田
旧
水
路
遺
跡
図

‐
―
―
―
―

四

山
人

片
籠

天
神
木

―
…
…

２
　
ゆ
や
ろ
き
き

（由
屋
浮
木
）
の
権
現

３
　
西
南
戦
争
と
秋
田
村

‐
―
…
…
―

４
　
三
藤
孫
四
郎
と
秋
田
小
学
校
建
設

５
　
か
み
だ
り
ょ
う
さ
ん
の
石
油
堀
り
，

６
　
猫
伏
石

７
　
東
野
中
学
校
の
校
名
の
由
来

納
地
　
〃
旬

村
名

・
町
名
の
移
り
変
わ
り

‥
―
―
―
―
―
―

‥
―
―
―

・
―
―

字
名

沼
山
津
の
字
名
　
‐
―
―

秋
田
　
の
字
名

字
名
の
分
類

‐

類
似
地
名
に
よ
る
分
類

‐
―
―
―
‐
―
‐
―
…
…
…
…
…
…
…
，

形
態
地
名
に
よ
る
分
類

‥
―
―
―
―
―
‐
―
―
―
―
‐
―
‐
…
１
０
０

呼
び
名

‐
…
…
…
…
―
―
―
…
…
…
…
―
―
―
―
―
―
―
―
‐
１
０
０

地
名
考
察

‐
―
―
‐
―
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
―
―
‐
―
１
１
０
１

〔史

跡
〕

１
　
追
分
の
石

―
―
―

―
‐

２
　
花
立
往
還

（木
山
往
還
）

七

・
五
　
字
図

―

―

七

上
ハ
　
字
図

―

―

沼
山
津
村

秋
田
村

七

・
七
　
呼
び
名
図

―

沼
山
津

・
桜
木
地
区

七

・
八
　
呼
び
名
図

―
―
秋
田
地
区

‥
…
…
…
…
…
…
…
…

，
１
■

１
■

′
４

・
１
■

１
■

贅
Ｊ

‘
１
■
１
■

２
υ

‘
１
■

１
■

７
‥

―

１

１

■

１
■
ｎ
υ

ｌ

１

１

１

１
■

ｏ
乙

―

１

１
１

１

８
０
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:::ひ

（出
所

新
熊
本‐市
丸
別
編
第
二
巻
）

[三コ畑が多い村

巨
=]田

が多い村

―  「明編 年当時の自然欄 」(「熊本県市町村合併史』熊本県1969年 )よ リー
ー 震妻ヨ田を全く含まない村

匡
=]町

図 3・ 01 明 治 5年 当 時 の ム ラ ム ラ

わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
秋
津
地
区

（あ
・
さ
。
ひ
・
ば
）
は
、
熊
本
市
の
東
部
、
健
軍
台
地
の
南
端

に
あ
り
、
東
は
益
城
町
広
崎
、
西
は
一部
江
津
湖
に
の
ぞ
み
、
南
は
益
城
町
島
田
、　
一部
は
嘉
島
町
に
接

し
て
い
た
。

地
勢
は
、
西
北
か
ら
北
に
か
け
て
は
託
麻
原
に
連
な
り
、
阿
蘇
外
輪
の
裾
が
な
だ
ら
か
に
、
北
か
ら
南

に
の
び
た
台
地
で
、
や
が
て
秋
津
川
に
落
ち
て
い
る
。
台
地
は
、
阿
蘇
火
山
の
噴
出
物
に
お
お
わ
れ
て
い

る
た
め
、
地
表
下
は
火
山
礫

ｅ
灰
石
な
ど
で
、
水
が
浸
透
し
や
す
く
、
従
っ
て
地
下
水
は
深
く
台
地

（畑

地
）
の
井
戸
掘
削
は
困
難
で
あ
る
。

台
地
は
畑
作
地
で
、
秋
津
川
沿
い
に
は
、
東
よ
り
沼
山
津

・
中
無
田

・
西
無
国
の
孤
立
し
た
集
落
が
形

成
さ
れ
畑
地
の
面
積
は
、
か
っ
て
は
三
〇
〇
Ｖ
夕．
ル
余
り
あ
っ
た
が
、
区
画
整
理
に
よ
る
宅
地
化
の
た
め

残
さ
れ
た
面
積
も
、
現
在
で
は
五
〇
ヘク
タ．
ル
余
り
と
聞
く
。

秋
津
川
の
左
岸
は
、
沖
積
地
で
低
地
の
水
田
で
あ
り
、
更
に
南
に
木
山
川

・
矢
形
川
が
西
流
し
、
こ
れ

ら
の
河
川
が
地
域
の
西
端
で
合
流
し
て
加
勢
川
と
な
る
。

標
高
は
、
台
地
の
北
端
小
峰

（小
峯

・
小
嶺
）
付
近
で
四
十
七
傷
と
案
外
高
く
、
沼
山
津
員
原
で
五

・

五
傷
、
秋
津
川
の
水
面
か
ら
の
高
さ
は
通
常
二
傷
で
、
海
岸
線
と
は

一
五

・
五
ち
の
隔
た
り
で
、
水
田
と

基
盤
圃
場
整
備
が
な
さ
れ
た
と
は
言
え
、
立
地
的
に
い
か
に
低
地
帯
で
あ
る
か
が
窺
わ
れ
る

県
の
特
性
と
し
て
、
寒
暖
の
差
が
大
き
く
、
内
陸
性
気
候
を
示
し
、
夏
の
暑
さ
、
冬
の
寒
さ
、
と
も
に

厳
し
く
、
八
月
の
最
高
気
温
の
月
平
均
は
、
三
二

・
六
度
に
も
及
ぶ
。　
一
月
の
最
低
気
温
の
月
平
均
は
、

〇
・
三
度
で
あ
る
。
年
降
水
量
は
、　
一
九
八
八
ミ
リ
、
年
平
均
気
温
は
、　
一
六

・
六
度
で
あ
る
。

秋
津
地
区

（あ

。
さ

。
ひ
。
ば
）
は
、

『秋
津

・
桜
木

・
桜
木
東

。
若
葉
』
の
四
校
区
で
成
立
し
て
お

り
、
そ
の
区
域
は
、
現
在
の
町
界
名
で
は

『熊
本
市
沼
山
津

一
～
四
丁
目

・
花
立

一
～
六
丁
目

・
桜
木

一
～
六
丁
目

・
秋
津

一
～
三
丁
目

・

佐
土
原
二
～
三
丁
目

・
若
葉

一
～
六
丁
目

・
東
野

一
～
四
丁
目

・
秋
津
町
秋
田

・
秋
津
町
沼
山
津

・

昭
和
町
・
秋
津
新
町

・
栄
町

・
南
町

・
広
木
町
・
。
東
本
町

（
一
部
）
』
で
あ
り
、
こ
れ
は

明
治
二
十
二
年

（
（
一
八
八
九
）
成
立
の

『上
益
城
郡
秋
津
村
』
の
村
域
で
あ
り
、
昭
和
二
十
九
年

（
一

-4-



川上

北
部
東西 里

河内
高
平
台

黒髪

城西

西 原

松
尾
西 松尾東

池上

長嶺

託麻東

田迎飽田西

田
迎
南御幸

奥古閑

随藝国

（出
所
　
　
熊
本
市
統
計
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
０
　
２１
）

二
二

Ｆ
、三
十　
二
■

図 3002 校 区 別 地 図

九
五
四
）
熊
本
市
に
編
入
し
た
当
時
の

『秋
津
町
』
の
町
域
で
あ
る
。

そ
の
秋
津
町

ｏ
秋
津
村
は
、
中
古
は
木
山
郷
に
属
し
て
い
た

「沼
山
津
村

・
西
牟
田
村
、
中
牟
田
村
」

と
共
に
甘
木
荘
に
属
し
て
い
た

「下
牟
田
村
」
が
、
寛
永
十
年

（
一
六
三
二
）
か
ら
は
沼
山
津
手
永
に
属

す
る

「沼
山
津
村

。
西
無
田
村
、
中
無
田
村
」
と
鯰
手
永
に
属
す
る

「下
無
田
村
」
が
元
村
で
あ
る
。

（西

・
中

・
下
の
牟
田
三
村
は
、
寛
永
後

「牟
田
」
の
字
を

「無
田
」
を
用
い
る
。
）

明
治
四
年

（
一
八
七

一
）
手
永
が
郷
に
改
め
ら
れ
る
。

元
々
一
村
で
あ
っ
た

「東
沼
山
津
村
と
西
沼
山
津
村
」
が
、
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
に
合
併
し
て
沼

山
津
村
が
成
立
。

明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
上
益
城
郡
の
う
ち

「中
無
田
村

・
西
無
田
村

・
下
無
田
村
」
と
託
麻
郡
健
軍
村

の
う
ち

「野
間
」
が
合
併
し
て

「秋
田
村
」
が
成
立
。

そ
の
間
今
ま
で
沼
山
津
村
の
内
で
あ
っ
た

「東
無
田
」
が
飯
野
村
の
方
に
い
き
、
健
軍
村
の
う
ち
で
あ
っ

た

「鷲
原
」
が
秋
田
村
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。

明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
の
市
町
村
制
施
行
で
上
益
城
郡
秋
田
村
と
上
益
城
郡
沼
山
津
村
が
合
併

し
て

「秋
津
村
」
が
成
立
。

旧
村
名
を
継
承
し
て
二
大
字

「秋
田

・
沼
山
津
」
を
編
成
。
村
役
場
を
沼
山
津
に
置
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
一

村
名
は
、
秋
田
の

「秋
」
と
沼
山
津
の

「津
」
を
と
り
、

「秋
津
州

（あ
き
つ
し
ま
）
」
と
言
わ
れ
る
日
　
一５

本
の
古
名
に
な
ぞ
ら
え
て
命
名
さ
れ
た
と
言
う
。

秋
津
村
誕
生
に
よ
り
、
現
在
地
に
秋
津
尋
常
小
学
校
が
設
立
さ
れ
る
。

旧
上
益
城
郡
秋
津
村
は
、
東
西
三
二
町
三
〇
間

（二
三
〇
四
布
）

・
南
北

一
里
五
町
四
〇
間

（四
三
二

九
布
）

・
面
積
約
六

・
六
平
方
キ
ロ
の
広
さ
を
有
す
る
と
共
に
、
加
勢
川

・
旧
木
山
川

（現
秋
津
川
）

・

旧
赤
井
川

（現
木
山
川
）
が
合
流
す
る
所
で
、
県
内
で
も
最
も
水
の
豊
富
な
地
域
で
あ
っ
し
，
反
面
秋
津

川
以
南
の
水
田
は
近
世
以
来
の
水
害
常
習
地
帯
で
近
代
に
至
っ
て
も
前
記
三
河
川
の
大
改
修
が
進
め
ら
れ

た
。秋

津
の
歴
史
は
、
集
落
こ
ぞ
っ
て
の
三
集
落
移
転
に
象
徴
さ
れ
る
苦
し
み
や
幾
多
の
水
利
事
業

・
土
地

改
良
事
業

・
圃
場
整
備
等
水
害
と
の
戦
い
に
つ
き
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
七
ケ
所
も
祀
ら
れ
て

い
る
水
神
信
仰
に
そ
の
願
い
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

特
産
は
疏
菜
で
、
特
に
自
菜

・
大
根
が
多
く
、
ま
た
ス
イ
カ
は
北
九
州
に
ま
で
声
価
を
馳
せ
た
。

昭
和
十
七
年

（
一
九
四
二
）
熊
本
市
健
軍
町
に
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
熊
本
航
空
機
製
作
所
が
設
立
さ

れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
宿
舎
の
一
部

（社
宅

・　
独
身
寮
）
と
技
能
者
養
成
の
三
菱
熊
本
青
年
学
校
が

⌒
一
十
満
一三
）
曇
一再
一・．一一」
設
一ご
二
、
■
豊
●

，
一
人
変
貌
丁
る
要
因

二
一ひる
．

卜
Ｌ

Ｌ
Ｌ

，
ュ
Ｌ
Ｒ

ｒ
二

〓

日
電

Ｆ
二
ヽ
ツ
ト
Ｅ
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「
―
コ

一区
一

一
カ
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一
隔
」
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